
 

 

 

 

 

 

 

 

ワシントン・アンド・リー大学（アメリカ合衆国）日本語研修生 

による観光戦略推進部長表敬訪問について 

 

 

１ 日  時  平成２６年４月２１日（月）１５時００分～１５時３０分 

 

２ 場  所  石川県庁行政庁舎１１階 １１１０会議室 

 

３ 応 対 者  普赤 清幸 観光戦略推進部長 

 

４ 表 敬 者  ワシントン・アンド・リー大学日本語研修生 １３名 

        引率 東洋学部日本語学科 氏家 研一 助教授 

 

５ 来県目的  石川ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム受講のため 

        (1) 主 催  公益財団法人石川県国際交流協会 

        (2) 場 所  石川県日本語・日本文化研修センター 

        (3) 内 容 ・海外で日本語や日本文化等を学ぶ青年等を研修生として 

               受け入れる日本語・日本文化研修プログラム 

              ・研修期間中は県内ボランティア協力家庭でホームステイ 

               を行う 

              ・昭和６２年度から開始 
 
６ 次  第   (1) 奨 励 金 授 与  普赤観光戦略推進部長から研修生代表へ 

         (2) 観光戦略推進部長挨拶 

         (3) 引 率 教 員 挨 拶  氏家先生 

         (4) 研 修 生 代 表 挨 拶  研修生代表（チャンシー・ベーカー） 

(5) 懇       談 

(6) 記 念 品 授 与  普赤観光戦略推進部長から研修生代表へ 

    (7) 記 念 写 真 撮 影   
  
７ 受入概要  裏面のとおり 
 
８ そ の 他  ・平成 14年度から受入れ（今回で通算８回目） 

        ・大学での単位認定制度あり 

 

資  料  提  供 

平成２６年４月１８日 

（ 公 財 ） 石 川 県 国 際 交 流 協 会 

石川県日本語・日本文化研修センター 

(内 線) ６５１７ 

(直 通) 222-5931 



 

平成２６年度石川ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム開催に係る 

ワシントン･アンド･リー大学(アメリカ合衆国)日本語研修生受入れについて 

 

１ 概  要 日本文化や日本語教育を実施している世界各国の大学を主とする教育機関からの要

望に応えて、日本語研修生を積極的に石川県に受け入れ、ホームステイをしながら

日本語の授業、日本文化の体験、県内事情視察等を実施することにより、相互の国

際理解と交流を促進し、本県の国際文化交流の活性化を図っている。 

 

２ 受入機関 公益財団法人石川県国際交流協会 

石川県日本語・日本文化研修センター 

       （金沢市本町１-５-３ リファーレ３階） 

 

３ 受入期間 平成２６年４月１９日（土）～平成２６年５月１６日（金） 

        

４ 受入人数 １３名（男性３名、女性１０名） 

        

５ 研修概要 (1)研修開講式         平成２６年４月２１日（月） 9:00～ 9:30 

(2)観光戦略推進部長表敬訪問 

及び奨励金授与式                    〃      15:00～15:30 

(3)修了式             〃  ５月１５日（木）11:10～11:40 

        

６ 過去の受入実績 

年 度 期 間 人 数 

H14年度 

H15年度 

H16年度 

H19年度 

H20年度 

H22年度 

H24年度 

H14.4.21(日) - H14.5.29(水) 

H15.4.20(日) – H15.5.27(火) 

H16.4.18(日) – H16.5.25(火) 

H19.4.22(日) – H19.5.29(火) 

H20.4.20(日) – H20.5.27(火) 

H22.4.24(土) – H12.5.21(金) 

H24.4.21(土) – H12.5.18(金) 

 ３名 

 ５名 

 ７名 

 ８名  

１１名 

１１名 

１０名 

累  計 ５５名 

 

７ そ の 他 

(1)ワシントン・アンド・リー大学について 

南北戦争時代の古い歴史のある町、アメリカ合衆国ヴァージニア州レキシントンにあり、

創立２５０年以上を誇る全米で６番目に古い私立大学である。１９８５年に男女共学とな

り、現在は男女比が男子学生６０％、女子学生４０％の割合である。学生数を１学年４０

０人強と最小限に抑えて学生と教師の間、学生同士の密接な人間関係の構築を目指してい

るのが特徴である。 

(2) ホームステイ受入れ協力家庭数 １３家庭 


